
＊
賢
治
・
南
吉
・
未
明
、
そ
し
て
安
房
直
子

「
中
国
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
日
本
の
童
話
作
家
は
、
宮
沢
賢
治
に

新
美
南
吉
、
小
川
未
明
、
そ
し
て
安
房
直
子
。
安
房
直
子
は
若
い
女

性
に
特
に
人
気
が
あ
り
ま
す
」

こ
れ
は
二
〇
一
五
年
の
冬
に
、
上
海
か
ら
来
日
し
た
中
国
の
児
童

文
学
者
に
よ
る
発
言
で
あ
る
。
愛
知
県
半
田
市
に
あ
る
新
美
南
吉
記

念
館
を
一
緒
に
見
学
し
た
際
に
、
中
国
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
日
本

の
童
話
作
家
は
誰
か
と
問
わ
れ
、
こ
の
よ
う
に
答
え
て
い
た
。

こ
こ
で
宮
沢
賢
治
の
名
前
が
筆
頭
に
挙
が
る
こ
と
に
対
し
て
、
特

に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
宮
沢
賢
治
は
お
そ
ら
く
東
ア
ジ
ア
で
最
も

よ
く
知
ら
れ
た
童
話
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
私
は
二
〇
一
二
年
の
第

十
一
回
ア
ジ
ア
児
童
文
学
大
会
（
東
京
）
で
、「
子
ど
も
の
本
の
翻

訳in

東
ア
ジ
ア
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
際
に
、

東
ア
ジ
ア
三
地
域
（
中
国
・
台
湾
・
韓
国
）
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一

年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
日
本
語
か
ら
翻
訳
出
版
さ
れ
た
子
ど
も
の
本

に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、

賢
治
童
話
の
翻
訳
点
数
は
抜
き
ん
出
て
多
か
っ
た
。

新
美
南
吉
は
、
中
国
で
は
「
去
年
の
木
」
と
い
う
小
品
が
、
二
〇

〇
四
年
に
人
民
教
育
出
版
社
の
小
学
校
四
年
生
用
国
語
教
科
書
『
語

文
』
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ぐ
っ
と
知
名
度
を
上
げ

た
。
こ
の
作
品
が
な
ぜ
教
材
と
し
て
採
択
さ
れ
た
の
か
と
い
う
経
緯

は
定
か
で
は
な
い
が
、
人
民
教
育
出
版
社
は
中
国
で
は
最
大
シ
ェ
ア

を
誇
る
教
科
書
会
社
な
の
で
、
そ
の
影
響
力
は
大
き
く
、
現
在
中
国

で
は
新
美
南
吉
の
作
品
は
広
く
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
ご
ん
ぎ

つ
ね
』
よ
り
も
『
手
袋
を
買
い
に
』
の
方
が
数
多
く
翻
訳
さ
れ
て
い

る
の
は
お
国
柄
だ
ろ
う
か
。

小
川
未
明
は
日
本
の
童
話
作
家
の
中
で
、
最
も
早
く
中
国
で
翻
訳

紹
介
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
私
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
そ
の
最
初
の

翻
訳
は
、
一
九
二
四
年
に
『
小
説
月
報
』
と
い
う
文
芸
誌
に
掲
載
さ

れ
た
「
蜘
蛛
と
草
」
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
に
は
新
中
国
書
局
よ
り
、

小
川
未
明
童
話
集
全
四
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る1
。
日
本
で
は
、
一
九

五
〇
年
代
に
古
田
足
日
の
「
さ
よ
な
ら
未
明
―
日
本
近
代
童
話
の
本

東
ア
ジ
ア
児
童
文
学
の
ゆ
く
え 

⑤
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ゼ
ロ
年
代
中
国
児
童
文
学
に
お
け
る
安
房
直
子
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